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4 年間の実施計画 
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１ 実施計画の一覧 

２ 実施計画 
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１ 実施計画の一覧 

「下水道事業が目指す姿」の実現のため、次の６つの施策を推進していきます。 

施策ごとに、施策の効果、施策の効果を測定するための指標、４年間の事業費を一覧にまと

めています。 

 

 

 

 

 

下水道事業が目指す姿 施 策 施策の効果 

下水道のある日常 維持管理・老朽化対策 いつでも下水道が使える 

大雨でも安心・安全なくらし 浸水対策 
大雨でも生命・財産を 

失わない 

地震がきても衛生的なくらし 地震対策 
地震がきても 

トイレが使える 

環境と共生した豊かなくらし 

公共用水域の保全 きれいな河川や海がある 

下水道資源の有効活用 
資源やエネルギーを 

循環利用している 

温室効果ガスの削減 温暖化を抑制している 
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指 標 2025年度末 2029年度末 事業費 

下水道が使える日数 365 日/年 3,417 億円 

「浸水リスクが高く早期に

整備する地区」に着手してい

る率 

29％ 100％ 1,013 億円 

重要施設の耐震化率 91％ 100％ 110 億円 

計画放流水質の達成率 95％以上 139 億円 

汚泥を有効活用している率 100％ 20 億円 

下水道事業における 

温室効果ガス削減率 
38％削減 117 億円 
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下水道事業

が目指す姿 
施策 

取組 

No. 
取組 

下
水
道
の
あ
る
日
常 

維持管理・

老朽化対策 

１ 小口径管の維持管理 

２ 中大口径管の維持管理 

３ 水再生センター等における運転管理と維持管理 

４ 下水道管の再整備 

５ 取付管の再整備 

６ 設備の長寿命化 

７ 設備の再整備 

８ 水再生センター等の長寿命化 

９ 水再生センター等の再構築 

10 送泥管の再整備 

大
雨
で
も
安
心
・ 

安
全
な
く
ら
し 

浸水対策 

11 事前防災による浸水対策 

12 
横浜駅周辺地区における目標整備水準を引き上げた施設整備 

(１時間当たり約 82ｍｍの降雨の整備対象地区) 

13 水再生センター等の耐水化 

地
震
が
き
て
も 

衛
生
的
な
く
ら
し 

地震対策 

14 重要施設に接続する流末枝線下水道の流下機能の確保 

15 水再生センター等の耐震化(土木躯体) 

16 水再生センター等における津波対策 

17 緊急輸送路等の人孔浮上対策 

環
境
と
共
生
し
た
豊
か
な
く
ら
し 

公共用水域

の保全 

18 工場排水の規制・指導 

19 東京湾流域の水再生センターにおける高度処理の導入 

20 分離液処理施設の増設 

下水道資源

の有効活用 

21 下水汚泥の有効活用 

22 下水再生リンの回収・肥料利用 

温室効果 

ガスの削減 

23 高性能汚泥焼却炉の導入 

24 太陽光発電設備の導入 
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指標 

No. 
指標名 2025 年度末 

2027 年度末 

中間期目標 

2029 年度末 

最終目標 

掲載 

ページ 

１ 小口径管の清掃・スクリーニング調査延長 
０km 

（1,200 ㎞/年） 
2,400km 

（1,200 ㎞/年） 
4，800km 

（1,200 ㎞/年） 
P49 

２ 中大口径管の点検・調査等延長 
０km 

（180 ㎞/年） 

360km 

（180 ㎞/年） 

760km 

（200 ㎞/年） 
P50 

３ 
日常の運転監視と定期的な点検・調査・清掃により、 

汚水を処理した日数 
365 日/年 365 日/年 365 日/年 P51 

４ 
小口径下水道管の状態監視に基づく 

老朽化対策の完了率 
０％ 50％ 100％ 

P52 

５ 
中大口径下水道管の全国特別重点調査に基づく 

老朽化対策の完了率 
０％ 50％ 100％ 

６ 予防保全型の対策が必要な取付管の再整備数 
０か所 

(8,000 か所/年) 

16,000 か所 

(8,000 か所/年) 

32,000 か所 

(8,000 か所/年) 
P53 

７ 長寿命化を実施する重要な主要設備数 
０設備 

（８設備/年） 

16 設備 

（８設備/年） 

32 設備 

（８設備/年） 
P54 

８ ストックマネジメント計画に基づく再整備設備数 
０設備 

（25 設備/年） 

51 設備 

（25 設備/年） 

101 設備 

（25 設備/年） 
P55 

９ 長寿命化工事（防食被覆更新等）の実施数 
０か所 

（８か所/年） 

16 か所 

（８か所/年） 

32 か所 

（８か所/年） 
P56 

10 
水再生センター、ポンプ場、汚泥資源化センターの 

再構築着手数 
４／39 センター ４／39 センター ５／39 センター P57 

11 送泥管の再整備着手路線数 ４／５路線 ５／５路線 ５／５路線 P59 

12 
「浸水リスクが高く早期に整備する地区」の 

事業着手率 
29％ 63％ 100％ 

P63 

13 
「浸水リスクが高く早期に整備する地区」の 

リスク軽減に向けた雨水幹線の事業着手率 
60％ 80％ 100％ 

14 エキサイトよこはま龍宮橋雨水幹線整備延長 ０／7.5km 4.7／7.5km 6.6／7.5km 

P64 15 横浜駅周辺地区の面整備面積 ０／140ha 30／140ha 110／140ha 

16 東高島ポンプ場の新設 工事契約 掘削開始 
躯体築造工事

の推進 

17 水再生センター等の耐水化（内水・洪水）完了施設数 ２／20 センター ６／20 センター ７／20 センター P65 

18 重要施設に接続する流末枝線下水道の耐震化完了数 562／616 か所 586／616 か所 616／616 か所 P69 

19 
水再生センター、ポンプ場、汚泥資源化センターの 

耐震化完了施設数 
13／39 センター 13／39 センター 13／39 センター P69 

20 
水再生センター、ポンプ場、汚泥資源化センターの 

津波対策完了施設数 
２／16 センター ２／16 センター ３／16 センター P70 

21 緊急輸送路の人孔浮上対策整備率 51％ 63％ 76％ P70 

22 立入検査等の件数 
０件 

（500 件/年） 

1,000 件 

（500 件/年） 

2,000 件 

（500 件/年） 
P75 

23 
東京湾流域の水再生センターにおける 

高度処理の導入系列数 
34.5／47 系列 37／47 系列 38／47 系列 P76 

24 北部汚泥資源化センターにおける分離液処理施設の増設 基盤整備 
躯体築造工事の推進 

設備工事の推進 

躯体築造工事の推進 

設備工事の推進 
P77 

25 汚泥の有効活用率 100％維持 100％維持 100％維持 P81 

26 はま巡リンの生産量 ６ｔ／年 ９ｔ／年 13ｔ／年 P82 

27 導入した高性能汚泥焼却炉数 １／４基 １／４基 ２／４基 P87 

28 太陽光発電設備を導入した施設数 ５／14 施設 ５／14 施設 ６／14 施設 P88 
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取組 

No. 
取組 

組織運営 

25 公民連携事業の推進 

26 水再生センター管理の集約化 

27 発注業務の効率化 

28 人材育成 

29 下水道事業における戦略的な DXの推進 

30 下水道事業が直面する課題に対応する技術開発 

31 様々な媒体を活用した幅広い世代への広報 

32 イベント等を通じた双方向のコミュニケーション 

33 市内企業等の海外水ビジネス展開支援 

34 国際連携・協力の推進 

財政運営 

35 下水道使用料の確保及び適正な徴収 

36 収入の確保 

37 支出の削減 
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指標 

No. 
指標名 

2029 年度末 

最終目標 

掲載 

ページ 

29 公民連携事業の推進 
３件 

(４年間の累計) 
P92 

30 水再生センター管理の集約化 
１件 

(４年間の累計) 
P93 

31 設計・積算業務の効率化 
３件 

(４年間の累計) 
P94 

32 庁舎総合管理業務委託の導入 11／11 センター 

33 緑地安全管理・計画保全業務委託の導入 11／11 センター P95 

34 人材育成、技術継承（研修回数） 60 回/年 P96 

35 ＤＸ技術の実装による業務効率化 
３件 

(４年間の累計) 
P96 

36 共同研究数 
20 件 

(４年間の累計) 
P97 

37 技術認定数 
２件 

(４年間の累計) 

38 広報媒体、メディア掲載（発信回数、発行回数） ４回／月 

P98 
39 

アンケート回答において「日常生活の中で 

下水道を意識することはある」人の割合 
80％以上 

40 
アンケート回答において 

「下水道の必要性・重要性を理解した」人の割合 
80％以上 P99 

41 海外インフラ分野の事業化件数 
４件 

(４年間の累計) 
P100 

42 
国際技術協力や海外インフラビジネスをテーマにした 

セミナー等の開催数 

８件 

(４年間の累計) 

43 海外諸都市・国際機関等との連携・協力事業数 
12 件 

(４年間の累計) 
P101 

44 
水道水以外を利用している利用者及び 

加算下水道事業者の現況調査 

60 件 

(４年間の累計) 
P104 

45 下水道資源の有効活用による収入額 
40 億円 

(４年間の累計) 
P105 

46 下水道資産の有効活用による収入額 
17 億 5,000 万円 

(４年間の累計) 

47 支出削減額 
26 億円 

(４年間の累計) 
P106 

48 電力使用量の削減 180GWh 以下/年 P107 
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ＣＨＡＰＴＥＲ４の読み方 

本章では、６つの施策ごとに目指す姿や施策の効果、施策指標、関連する SDGｓの取組、４年間の主

な取組を示しています。 

組織運営、財政運営については、その効果や関連する SDGsの取組、４年間の主な取組を示していま

す。 

 

 

 

 

現状と課題 

施策の現在の状況

と解決すべき課題

を示しています。 
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施策の効果 

施策の推進により、

市民のくらしにあら

われる効果 

施策指標 

施策の効果を定量

的に評価するた

め、指標を示して

います。 

関連する計画・基準 

施策を実施する上で、 

準拠すべき計画書や指針

等を示しています。 




